


2024年シーズンの開幕にあたって

2023Jプロツアーチャンピオン

中井選手インタビュー
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2023年はたくさんのご声援をいただきありがとうございました。 
U23 ネクストリーダージャージを獲得できたのは、応援していただいた
皆様のおかげです。沿道からの声援は、レース中の苦しい場面で自分の持
つ力以上の力を発揮させてくれますし、絶対に諦めないという気持ちにさ
せてくれます。 

播磨中央公園で行われた西日本ロードクラシックでの優勝を機にネクス
トリーダージャージを着用することになりました。そこから1度ライバル選
手に奪われたこともありましたが、チームメンバーのサポートもあり、何と
か守り切ることができました。このネクストリーダージャージを着てのレー
スは常に注目されているというプレッシャーを感じます。その一方で誇ら
しさを感じながら走るレースは本当に楽しく、充実したものであったと思
います。U23の選手だけで争われるこのネクストリーダージャージですが、
やはり同年代の選手たちの中で1番だと言えるのは非常に嬉しいものです。 

2024年もネクストリーダージャージは必ず獲得したいと思いますし、も
ちろんルビーレッドのプロリーダージャージも諦めていません。皆様の応
援にお応えできるよう精一杯熱い走りをしたいと思います！応援よろしく
お願いします！

2023シーズンは個人としてはプロリーダージャージを獲得して本当に嬉
しく思います。僕の個人総合優勝には僕1人の力ではなく、チームメイト、
スタッフの皆さん、家族に支えて貰っての結果だと思うのでみんなに感謝
しています。
チーム全体としては団体総合優勝も獲得する事が出来てチーム全体の力
も上がっている様にも思えました。23年シーズン前半はリーダージャー
ジを意識した走りというよりかは１勝を目指してやっていました。シマノレ
ーシングに入った19年にクリテリウムで優勝する事が出来ましたが、野
寺監督からは「次はロードレースで勝てる選手になってほしい」と言われ
、毎年着実に上位には入れる力はついていましたが、表彰台の1番高い
場所には届きませんでした。なので、まずは１勝を目指していました。シ
ーズン前半も優勝する事は出来ませんでしたがコンスタントに上位に入
賞する事は出来、石川ロードで4位に入り、積み上げたポイントでプロリ
ーダージャージを獲得する事が出来ました。素直に嬉しかったですが、
同時に１勝していないのにリーダージャージを着ているのは何か変な気
持ちでした。
シマノレーシングOBで同郷の木村圭佑さんからは「安定して上位にくる
のは凄いけど、１勝してないのは強い選手では無い」と厳しい言葉も貰っ
ていたので、リーダージャージを獲得したのはとてもプレッシャーになり
ました。ですがそのプレッシャーはいい意味で力になりジャージを来て群
馬2連戦でJPTのロードレースでも初勝利と、次の日も勝利する事が出来、
2連勝プロリーダージャージをほぼ確定させる事が出来ました。タイトル
獲得の瞬間は言葉にならない喜びに包まれました。長い時間、厳しいト
レーニングや競争の中で積み重ねてきた努力が実を結んだ瞬間でした。
同時に選手としてレベルアップ出来ていると確信した瞬間でした。
24年シーズンはJBCFの団体に参加するチームも多くなりレベルも以前
より上がると思うので、そこでも力を証明できるように頑張りたいと思っ
ています。
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2024年シーズン開幕に際し、JBCFを支えてくださるファン、チーム、選手、開催地
をはじめとする関係者の皆様に、改めて深く感謝申し上げます。
本連盟は「強化」「普及」「育成」という三つの基本理念を掲げ、皆様と共に進んでまい
りました。2023年にはJプロツアー17戦を含む国内最大規模の全38戦を開催。
2024年シーズンにおきましては、新たなチームをJプロツアーに迎え、全22チーム、
約200名の選手が競技を繰り広げます。これらの選手たちの熱意と才能が、国内のサ
イクルスポーツファンに新たな感動をもたらすと信じております。育成においては、国

内最高峰のJプロツアーが、若手選手たちにとっての強化の場となり、彼らが国際舞台へと羽ばたくきっかけ
となることを期待しております。すでにJBCFロードレースツアーを経てヨーロッパへと飛び出した選手もおり、
その活躍が将来の子どもたちに夢と希望を与えることでしょう。強化の面では、オリンピックに向けた選手の
更なるステップアップと国際競争力の向上を目指し、今後も改革を進めてまいります。
普及の面では、さらに多くの選手がレースに参加し、自転車競技の楽しさを広めることができるよう努めて参
ります。地域からの熱意ある支援と地域密着型チームの努力により、今年は長野県王滝村で初めてのJプロツ
アーを開催する予定です。広島県では2年ぶりに三原市佐木島で、栃木県では4年ぶりにレースが実施されま
す。昨年から続く鹿児島大会をはじめとして、開催地が拡大しています。本連盟は、自転車競技の発展を通じ
て、人 と々地域社会に貢献し、このスポーツの魅力を更に広めていく役割を担っています。
今シーズンも、全国各地で自転車競技の楽しさとその魅力をお届けし、選手の競技力向上に注力して参ります。

一般社団法人 全日本実業団自転車競技連盟
理事長 安原昌弘














